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市
総
合
防
災
訓
練
の
実
施

　
防
災
体
制
の
強
化
と
防
災
意
識
の

高
揚
を
図
ろ
う
と
、
市
総
合
防
災
訓

練
が
10
月
５
日
、
由
利
地
域
前
郷
地

区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
消
防
や
警

察
、
由
利
小
・
中
学
校
、
由
利
本
荘

看
護
学
校
の
ほ
か
、
地
域
住
民
や
企

業
・
団
体
な
ど
約
６
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
午
前
８
時
に
北
由
利
断

層
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
・
３
、
震
度
６
弱
の
大
地
震
が
発

生
し
た
と
の
想
定
で
実
施
。
地
震
発

生
時
に
身
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

の
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
、
バ
ケ
ツ

リ
レ
ー
に
よ
る
消
火
訓
練
の
ほ
か
、

避
難
所
運
営
訓
練
、
炊
き
出
し
訓

練
、
救
助
救
出
訓
練
な
ど
が
地
区
内

の
各
所
で
順
次
進
行
さ
れ
、
約
２
時

間
に
わ
た
り
迅
速
か
つ
的
確
に
訓
練

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
長
谷
部
市
長
は
閉
会
式
で
「
本
日

の
訓
練
は
皆
さ
ん
真
剣
に
、
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
大
変
有

意
義
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
市

で
は
『
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
』

に
向
け
て
、
総
合
防
災
公
園
を
は
じ

め
と
し
た
施
設
整
備
の
ほ
か
、
消
防

団
や
自
主
防
災
組
織
の
育
成
・
強
化

な
ど
ソ
フ
ト
面
の
充
実
も
図
り
、
防

災
体
制
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
今
回
の
訓
練
を
機
に
、
災
害
に

対
す
る
危
機
意
識
を
一
層
高
め
て
い

た
だ
き
、
今
後
も
防
災
・
減
災
の
取

り
組
み
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

と
訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

防
災
体
制
の
強
化
を

地震発生時のシェイクアウト訓練（10/5 由利小学校）

バケツリレーによる消火訓練（10/5 由利小学校） 避難所運営訓練（10/5 由利体育館）

応急手当訓練（10/5 由利体育館）

建物火災防御訓練（10/5 由利中学校） 倒壊家屋からの救出訓練（10/5 善隣館）

自
主
防
災
組
織
の
活
動

　
市
総
合
防
災
訓
練
の
実
施
に
合
わ

せ
、
由
利
地
域
以
外
で
も
市
内
１
７

４
の
自
主
防
災
組
織
で
訓
練
が
実
施

さ
れ
、
約
５
千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
本
荘
地
域
西
部
地
区
自
主
防
災
組

織
連
絡
協
議
会
で
は
、
西
部
地
区
15

町
内
会
の
１
４
２
人
が
参
加
し
、
シ

ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
や
避
難
訓
練
の

ほ
か
、
防
災
士
な
ど
を
講
師
に
迎
え

た
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
10
月
４
日
に
は
、
川
口
町
内
会
と

内
越
保
育
園
、
由
利
高
校
の
合
同
避

難
訓
練
が
同
校
で
実
施
さ
れ
、
地
震

や
津
波
発
生
時
の
避
難
経
路
や
協
力

態
勢
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

自
主
防
災
組
織
の

　  活
動
経
費
を
補
助
し
ま
す

　
市
で
は
自
主
防
災
組
織
な
ど
の
育

成
と
活
動
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
活
動
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。
本
年
４
月
１
日

に
は
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
よ
う
改

正
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
防
災
意
識
の

啓
発
や
各
種
活
動
に
お
役
立
て
く
だ

さ
い
。

　
補
助
金
の
対
象
と
な
る
経
費
・
金

額
や
過
去
の
申
請
実
績
は
下
記
の
と

お
り
で
す
。
な
お
、
補
助
金
の
申
請

に
あ
た
っ
て
は
、
メ
ニ
ュ
ー
ご
と
に

必
要
書
類
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

補
助
金
交
付
要
綱
や
各
種
様
式
な

　
ど
は
、
危
機
管
理
課
や
各
支
所
市

　
民
サ
ー
ビ
ス
課
に
備
え
付
け
て
あ

　
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　
も
ダ
ウ
ン

　
ロ
ー
ド
で

　
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

危
機
管
理
課

☎
24―

６
２
３
８

　
　
ま
た
は
各
総
合
支
所

　
　
　
　
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
課市ホームページ

はこちらのＱＲ
コードから

町内会・保育園・高校が連携した合同避難訓練（10/4 由利高校）

○補助金の対象となる経費・金額など

※補助金の額に100円未満の端数が生じるときは切り捨て

」

種別

ア

イ

ウ

補助対象経費 補助率 補助金の
上限額

補助金の交付
回数制限 補助対象経費の参考例

防災用の資機材の購入費

防災訓練の実施に要する経費

本部運営用発電機、投光器、
保存食、備蓄品収納棚、ヘルメット、
リヤカーなど

防災に関する意識啓発用印刷物
の作成配布に要する経費

２分の１

全額

全額

４万円

２万円

２万円

１年度に１回

１年度に１回

１年度に１回

炊き出し食材費、ガス借り上げ代、
講師謝礼など

防災パンフレット購入費、
防災マップ印刷代、紙代など

○各地域の自主防災組織と補助金申請実績

区分 本荘 矢島 岩城 由利 大内 東由利 西目 鳥海 計

自主防災組織数

過去６年(H25 ～ 30)
の補助金申請件数

備品等購入例 発電機、ヘルメット、非常食、避難訓練用炊き出し食材、防災グッズ作成費用

130

45

48

15

47

17

47

1

48

3

50

3

12

7

57

6

439

97

10
月
12
日
か
ら
13
日
に
か
け
て
、
台
風
19
号
が
日
本
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
災
害
か
ら
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
に
は
、地
域
で
助
け
合
う
「
共
助
」

の
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
共
助
に
よ
る
防
災
活
動
の
意
識
を
高
め
、
災
害

に
備
え
ま
し
ょ
う
。

（
例
）非
常
食

（
例
）発
電
機
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「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
」

地
域
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
交
流
会

　
地
域
の
防
犯
活
動
に
取
り
組

む
団
体
や
関
係
機
関
に
よ
る

「
地
域
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推

進
交
流
会
」
が
10
月
10
日
、
由

利
本
荘
警
察
署
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
交
流
会
に
は
市
内
の
防

犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の

関
係
者
約
30
人
が
参
加
。
防
犯

功
労
者
の
表
彰
や
、
由
利
本
荘

警
察
署
管
内
に
お
け
る
犯
罪
情

勢
と
通
学
路
の
安
全
確
保
な
ど

の
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
交
流
会
終
了
後
は
、
全
国
地

域
安
全
運
動
（
10
月
11
日
〜
20

日
）
の
実
施
に
合
わ
せ
た
出
動

式
も
行
わ
れ
、
石
脇
東
保
育
園

の
年
長
・
年
中
児
39
人
が
激
励

の
踊
り
を
披
露
。
そ
の
後
、
園

児
や
保
護
者
、
警
察
署
員
ら
に

　
教
育
・
文
化
な
ど
の
交
流
を

目
的
と
し
た
「
覚
書
」
を
７
月

に
本
市
と
締
結
し
た
タ
イ
王
国

の
４
つ
の
学
校
の
ひ
と
つ
、
ワ

チ
ュ
ラ
ウ
ッ
ド
王
立
学
校
の
生

徒
ら
が
、
10
月
17
日
と
18
日
に

市
内
の
学
校
を
訪
問
す
る
な
ど

し
て
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
王
立
学
校
は
、
学
業
だ
け
で

な
く
ス
ポ
ー
ツ
や
音
楽
も
盛
ん

な
男
子
校
。
今
回
は
覚
書
の
締

結
後
で
は
初
め
て
と
な
る
訪
問

で
、
生
徒
22
人
の
ほ
か
理
事
長

や
教
員
な
ど
総
勢
28
人
が
本
市

を
訪
れ
ま
し
た
。

　
17
日
、
一
行
は
大
内
中
学
校

を
訪
問
し
、
普
段
は
国
王
の
前

で
し
か
行
わ
な
い
と
い
う
バ
グ

パ
イ
プ
演
奏
を
披
露
。
大
内
中

の
生
徒
た
ち
は
勇
壮
な
音
色
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
次
は

大
内
中
の
生
徒
が
お
返
し
に
ソ

ー
ラ
ン
節
を
披
露
し
た
ほ
か
、

科
学
部
に
よ
る
「
音
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、

タ
イ
王
国
の
生
徒
と
大
内
中
の

３
年
生
が
４
つ
の
教
室
に
別
れ
、

国
語
・
美
術
・
英
語
・
音
楽
の

交
流
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
18
日
は
岩
城
中
学
校
を
訪
問

し
、
全
校
生
徒
と
一
緒
に
木
刀

を
使
用
し
た
武
道
を
体
験
し
ま

し
た
。
そ
の
後
は
美
術
と
音
楽

の
授
業
を
参
観
し
、
最
後
は
体

育
の
授
業
に
参
加
し
て
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
で
楽
し
く
汗
を
流

し
ま
し
た
。

　
来
年
１
月
、
教
育
交
流
の
一

環
と
し
て
、
今
度
は
本
市
の
中

学
生
10
人
が
タ
イ
王
国
を
訪
問

し
ま
す
。
そ
の
訪
問
団
の
一
員

タ
イ
王
国
の
学
校
と
の
教
育
交
流

王
立
学
校
の
生
徒
ら
が
大
内
中
・
岩
城
中
を
訪
問

で
あ
る
佐
々
木
涼
羽
さ
ん
（
大

内
中
１
年
）
は
「
バ
グ
パ
イ
プ

を
初
め
て
聞
い
た
け
ど
、
と
て

も
興
味
深
く
て
聞
け
て
う
れ
し

か
っ
た
。
タ
イ
で
い
ろ
い
ろ
学

ん
だ
こ
と
を
、
日
本
で
も
活
用

で
き
た
ら
い
い
で
す
」
と
笑
顔

を
見
せ
ま
し
た
。
鈴
木
慈
花
さ

ん
（
同
２
年
）
と
長
谷
部
菜
月

さ
ん
（
同
２
年
）
は
「
タ
イ
で

は
文
化
や
食
べ
物
の
違
い
を
学

び
た
い
。
こ
れ
か
ら
タ
イ
語
と

英
語
を
勉
強
し
て
訪
問
に
備
え

ま
す
」
と
声
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で
に
ぎ
わ
う

ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
開
館
１
周
年
記
念
事
業

　
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
が
開
館
１

周
年
を
迎
え
、
そ
の
記
念
事
業

と
し
て
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な

ど
が
10
月
14
日
に
同
所
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
大
使
が

教
え
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
で
は

二
人
の
大
使
を
講
師
に
迎
え
ま

し
た
。
本
荘
地
域
石
沢
地
区
出

身
の
井
島
章
さ
ん
の
「
剣
道
教

室
」
と
大
内
地
域
出
身
の
藤
本

美
加
さ
ん
（
旧
姓
・
山
内
）
の

「
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

で
は
、
参
加
者
が
元
気
に
汗
を

流
す
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
柔
道
教
室
や
小
学

生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室
、
ボ
ル

ダ
リ
ン
グ
体
験
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
、
会
場
は
多
く
の

来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

の
閉
会
式
で
は
、
藤
本
さ
ん
が

「
今
日
は
時
間
の
都
合
で
、
本

当
に
基
本
中
の
基
本
の
練
習
し

か
教
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

基
本
を
実
践
す
る
こ
と
は
簡
単

そ
う
で
実
は
一
番
難
し
い
こ
と

な
の
で
、
今
日
学
ん
だ
こ
と
を

こ
れ
か
ら
の
練
習
で
し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
激
励

の
言
葉
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
は
昨
年
10

月
１
日
に
開
館
し
、
こ
の
１
年

間
の
来
場
者
数
は
16
万
人
を
超

え
ま
し
た
。
国
内
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
ス
ポ
ー
ツ
の
試
合
や
各
種

イ
ベ
ン
ト
、
健
康
増
進
の
場
と

し
て
内
外
の
多
く
の
皆
さ
ん
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
由
利
本
荘
市
社
会
福
祉
大
会

（
市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
）

が
10
月
10
日
に
カ
ダ
ー
レ
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
、
社

会
福
祉
の
向
上
に
功
績
の
あ
っ

た
方
々
を
顕
彰
し
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
式
典
で
は
、
社
会
福
祉
功
労

者
や
高
額
寄
付
者
な
ど
17
個
人

・
３
団
体
が
顕
彰
さ
れ
た
ほ
か
、

県
共
同
募
金
会
の
表
彰
な
ど
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
佐
々
木
保
之

会
長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
核
家

み
ん
な
が
主
役
の
安
心
で
き
る
地
域
へ

由
利
本
荘
市
社
会
福
祉
大
会

族
化
が
進
む
中
、
世
代
や
分
野

を
超
え
て
多
様
な
人
が
つ
な
が

っ
て
連
携
す
る
地
域
福
祉
が
求

め
ら
れ
る
時
代
。
み
ん
な
が
主

役
の
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
一
層

の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

参
加
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
式
典
の
後
に
は
、
西
目
地
域

の
劇
団
「
濤
」
が
介
護
施
設
を

舞
台
に
し
た
寸
劇
で
会
場
を
盛

り
上
げ
た
ほ
か
、
大
阪
府
豊
中

市
の
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
講

師
を
招
い
た
記
念
講
演
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
公
益
財
団
法
人
齋
藤
憲
三
・

山
﨑
貞
一
顕
彰
会
主
催
に
よ
る

「
齋
藤
憲
三
先
生
・
山
﨑
貞
一

先
生
を
偲
ぶ
会
」
が
10
月
18
日
、

に
か
ほ
市
の
ホ
テ
ル
エ
ク
セ
ル

キ
ク
ス
イ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
偲
ぶ
会
に
は
由
利
本
荘
・
に

か
ほ
地
域
の
企
業
関
係
者
や
九

嶋
副
市
長
な
ど
１
６
２
人
が
出

席
。
今
年
は
現
Ｔ
Ｄ
Ｋ
㈱
の
創

設
者
で
あ
る
齋
藤
憲
三
先
生
の

50
回
忌
に
あ
た
り
、
法
要
や
講

演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
顕
彰
会
で
は
、
秋
田
県
理
科

教
育
振
興
研
究
助
成
事
業
と
し

て
、
県
内
の
小
・
中
・
高
・
特

別
支
援
学
校
へ
公
募
方
式
で
理

二
人
の
偉
人
に
思
い
を
は
せ

齋
藤
憲
三
先
生
・
山
﨑
貞
一
先
生
を
偲
ぶ
会

科
教
育
の
研
究
助
成
金
を
交
付

し
、
昭
和
46
年
か
ら
こ
れ
ま
で

助
成
金
約
３
億
２
千
万
円
、
助

成
校
数
１
５
９
２
校
と
な
る
児

童
・
生
徒
の
「
科
学
す
る
心
」

の
育
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※

「
偲
ぶ
会
」
は
毎
年
10
月
に

開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
参
加

ご
希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
　
公
益
財
団
法
人
齋
藤
憲
三

・
山
﨑
貞
一
顕
彰
会
事
務
局
　

小
幡
さ
ん
　
☎
35―

６
５
４
３

見
守
ら
れ
、
青
色
回
転
灯
を
点

灯
さ
せ
た
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ

ー
が
出
動
し
て
行
き
ま
し
た
。

□
全
国
防
犯
功
労
者
表
彰

▼
銅
章
・
鷹
島
浩
一
さ
ん
（
67

歳
・
西
目
町
出
戸
）

□
県
防
犯
功
労
者
表
彰

▼
小
川
隆
雄
さ
ん
（
69
歳
・
親

川
）▼
小
杉
幸
介
さ
ん
（
74
歳
・

日
役
町
）▼
齋
藤
安
雄
さ
ん

（
71
歳
・
西
目
町
西
目
）▼
鈴

木
政
雄
さ
ん
（
67
歳
・
東
由
利

田
代
）▼
須
田
五
郎
さ
ん
（
73

歳
・
小
人
町
）▼
村
上
三
敏
さ

ん
（
71
歳
・
川
西
）

武道の体験（18日・岩城中）

バグパイプ演奏（17日・大内中）

箏の演奏と書道の体験（17日・大内中）

 バスケットボール（18日・岩城中）

そう

バレーボール教室講師の藤本さん（中央）

剣道教室講師の井島さん（右）出動する防犯パトロールカー

表彰状を受け取る鷹島さん（左）

な
み

」



 13日

 「東証上場の森」15周年記念懇親会会費
  （○代 阿部副市長） 

3,000
 

  （株）東京証券取引所　宮原社長表敬訪問時
  特産品お土産 

8,685

 14日

 笹子地区行政協力員連絡協議会行政懇談会
  懇親会会費 

1,500

  由利本荘・にかほ市民医学講座懇親会会費
  （○代 阿部副市長） 

2,000

 15日 今野文夫氏瑞宝単光章受章記念祝賀会会費 10,000
 21日 加藤鉱一氏県議会議長就任祝賀会会費 7,000
 24日 企業訪問時特産品お土産 7,668
 28日 本荘高校同窓会総会懇親会会費（○代 教育長） 5,000
  合　計   73,013

  4日㈬
 市議会定例会本会議（一般質問）

   市議会全員協議会

  5日㈭
 市婦人問題研究集会

   鳥海ダム建設事業に伴う損失の補償に関する協定書
   調印式・調印記念懇談会

  7日㈯
 全国豊かな海づくり大会・あきた大会歓迎レセプション

   （秋田市）

  8日㈰
 子吉川レガッタ2019（第40回記念市民ボート大会）開会式

   松ヶ崎地区敬老会
   南内越地区敬老会
  9日㈪ 五役会議
  10日㈫ 小友財産区管理会

  11日㈬
 岩城地域敬老会

   市功労者選考委員会

  12日㈭
 大内地域敬老会

   国民体育大会・全国障害者スポーツ大会 由利本荘市壮行会
  13日㈮ 東由利地域敬老会

  14日㈯
 西目地域敬老会

   笹子地区行政協力員連絡協議会行政懇談会・懇親会
  15日㈰ 今野文夫氏瑞宝単光章受章記念祝賀会
  16日㈪ 鳥海地域敬老会

  17日㈫
 決算審査特別委員会（主査報告）

   五役・部長・支所長会議
   石沢財産区議会定例会

  19日㈭
 市戦没者追悼式

   市戦没者遺族地方大会
  20日㈮ 市議会定例会本会議（閉会）
  21日㈯ 加藤鉱一氏県議会議長就任祝賀会
  24日㈫ 五役会議

  25日㈬
 市青少年ハンガリー友好交流訪問団 派遣報告会

   洋上風力発電海外先進地調査事業報告会

  27日㈮
 洋上風力発電海外先進地調査事業報告会

   石脇財産区議会定例会

  28日㈯
 本荘地区（中央・東部）敬老会

   日本海沿岸東北自動車道山形・秋田県境区間建設促進
   大会（にかほ市）
  29日㈰ 本荘地区（西部・石脇）敬老会
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◆「市長の行動」報告（9月分）
　※市ホームページ「市長室からこんにちは」もご覧ください

Event  and  Sports Yurihonjo  City  Topics

　
市
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進

会
議
が
主
催
す
る
お
は
な
し
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
10
月
12
日

に
カ
ダ
ー
レ
内
の
中
央
図
書
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
市
内
各
地
域
で
活
動

す
る
９
団
体
が
出
演
。
絵
本
や

紙
芝
居
、
ブ
ラ
ッ
ク
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
や
人
形
劇
な
ど
が
多
彩

な
手
法
を
用
い
て
披
露
さ
れ
る

と
、
参
加
し
た
親
子
連
れ
は
奥

深
い
お
は
な
し
の
世
界
を
堪
能

し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
家
族
で
来
て
い
た
福
田
陽
さ

ん
（
４
歳
・
石
脇
）
は
「
家
で

も
お
父
さ
ん
が
楽
し
く
絵
本
を

読
ん
で
く
れ
る
か
ら
、
お
話
を

　
第
28
回
全
国
市
町
村
交
流
レ

ガ
ッ
タ
日
田
大
会
が
９
月
28
日

と
29
日
、
大
分
県
日
田
市
の
三

隈
川
特
設
会
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
大
会
に
は
26
自
治
体
か
ら
１

２
４
ク
ル
ー
が
出
場
。
議
会
議

員
の
部
で
は
、本
市
代
表
の「
由

利
本
荘
市
議
会
子
吉
川
」
が
７

年
ぶ
り
７
度
目
の
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

　
本
市
か
ら
は
市
議
会
子
吉
川

を
含
め
８
つ
の
部
門
に
８
ク
ル

ー
が
出
場
し
、
全
ク
ル
ー
が
決

勝
進
出
と
入
賞
を
達
成
。
自
治

ユ
ニ
ー
ク
な
内
容
と
語
り
口
で
魅
了

お
は
な
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

市
議
会
子
吉
川
ク
ル
ー
が
全
国
優
勝

全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
日
田
大
会

体
ご
と
の
総
合
成
績
で
は
男
女

総
合
で
２
位
、
女
子
総
合
で
４

位
と
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
見
せ

ま
し
た
。

□
各
部
門
の
レ
ー
ス
結
果

▼
議
会
議
員
・
優
勝…

由
利
本

荘
市
議
会
子
吉
川
　
▼
成
年
男

子
・
準
優
勝…

悪
友
会
　
▼
壮

年
男
子
・
第
３
位…

本
荘
由
利

森
林
組
合
Ｂ
　
▼
成
年
女
子
・

第
４
位…

本
荘
由
利
森
林
組
合

Ｌ
　
▼
議
会
議
員
シ
ニ
ア
・
第

５
位…

由
利
本
荘
市
議
会
鳥
海

山
　
▼
壮
年
女
子
・
第
６
位…

ゆ
り
ほ
ん
レ
デ
ィ
ー
ス
　
▼
熟

年
男
子
・
第
６
位…

そ
ー
れ
櫛

引
　
▼
熟
年
女
子
・
第
６
位…

ナ
イ
ス
キ
ャ
ッ
チ
ー
ズ

◆市長交際費の報告

（１）弔　事

（２）会費等 （円）

（円）
○代 ：代理出席

合　計
支出額
110,000

件　　　　　数
7　件

聞
く
の
は
大
好
き
。
ヘ
ン
ゼ
ル

と
グ
レ
ー
テ
ル
の
人
形
劇
が
面

白
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
小
友
小
学
校
で
は
10
月
17
日
、

全
校
児
童
１
２
０
人
が
縦
割
り

班
に
分
か
れ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の

収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
土
の
中
か
ら
伸

び
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
ツ
ル
を
頼

り
に
掘
り
進
め
ま
し
た
。
そ
し

て
、
大
き
く
育
っ
た
サ
ツ
マ
イ

モ
が
顔
を
出
す
と
「
あ
っ
た
！
」

「
お
っ
き
い
！
」
な
ど
と
歓
声

を
上
げ
、
丁
寧
に
取
り
出
し
た

サ
ツ
マ
イ
モ
を
持
っ
て
満
足
気

大
き
な
サ
ツ
マ
イ
モ
に
笑
顔

小
友
小
学
校
サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫

な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　
収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、

焼
き
芋
に
し
て
児
童
た
ち
で
味

わ
う
予
定
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
大
盛
況

秋
の
木
育
お
も
ち
ゃ
ま
つ
り

　
秋
の
木
育
お
も
ち
ゃ
ま
つ
り

が
10
月
６
日
に
鳥
海
山
木
の
お

も
ち
ゃ
美
術
館
で
開
催
さ
れ
、

家
族
連
れ
な
ど
多
く
の
来
場
者

が
、
木
や
自
然
の
素
材
を
使
っ

た
も
の
づ
く
り
な
ど
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　
目
玉
と
な
っ
た
の
は
、
同
館

の
「
も
り
の
あ
そ
び
ば
」
で
人

気
の
芋
虫
形
の
お
も
ち
ゃ
「
ひ

っ
つ
き
む
し
」
を
作
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
、
こ
の
日
は
制
作

者
の
藤
原
浩
司
さ
ん
（
59
歳
・

埼
玉
県
羽
生
市
）
が
会
場
入
り

し
、
直
接
指
導
に
当
た
り
ま
し

た
。
ひ
っ
つ
き
む
し
の
ス
ト
ラ

ッ
プ
を
作
っ
た
土
田
萌
咲
さ
ん

（
７
歳
・
東
梵
天
）
は
「
遊
ん

だ
こ
と
が
あ
る
お
も
ち
ゃ
が
作

れ
て
楽
し
か
っ
た
。
か
ば
ん
に

つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
う

れ
し
そ
う
に
話
し
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
他
に
も
、
竹
の
貯

金
箱
作
り
や
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
作

り
、
木
の
ど
ん
ぐ
り
へ
の
名
入

れ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ブ
ー
ス
が

設
け
ら
れ
、
参
加
し
た
人
そ
れ

ぞ
れ
が
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
を

完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

  9月2日㈪

　 3日㈫ 
市議会定例会本会議（一般質問）〜

 9月5日
 鳥海ダム建設事業協定書調印記念懇談会会費

  （阿部副市長出席） 
5,000

   合　計   5,000

副市長交際費執行状況

支出日 支　出　内　容 支出額

（円） 9月1日
 石川善兵衛翁植林記念祭祝賀会会費

  （○代 阿部副市長） 
3,000

 2日 農民運動秋田県連合会へ協力金 10,000
 5日 鳥海ダム建設事業協定書調印記念懇談会会費 5,000

 7日
 畑中喜右衛門慰霊祭懇親会へ寸志（○代 由利総

  支所長） 
3,160

 12日
 北前船寄港地フォーラムin庄内・山形レセプ

  ション会費（○代 九嶋副市長） 
7,000

支出日 支　出　内　容 支出額

力漕する市議会子吉川クルー

ひっつきむしの完成 丁寧に教える藤原さん（中央）
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1
対
象
　
平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
12
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方

会
場
　
カ
ダ
ー
レ
大
ホ
ー
ル

期
日
　
令
和
２
年
１
月
12
日
㈰
　

日
程
　
正
午
〜
開
場
・
受
け
付
け

　
　
　
13
時
〜
成
人
式
式
典

　
　
　
14
時
〜
新
成
人
の
つ
ど
い

■
案
内
状
の
発
送

　
本
市
に
住
所
を
有
す
る
新
成
人

と
市
内
11
中
学
校
の
卒
業
生
（
平

成
26
年
度
卒
業
生
＝
27
年
３
月
卒

業
）
へ
、
11
月
中
旬
に
案
内
状
を

送
付
す
る
予
定
で
す
。

※

就
職
や
進
学
な
ど
で
由
利
本
荘

　
市
を
離
れ
た
方
も
出
席
で
き
ま

　
す
が
、
世
帯
全
員
が
市
外
に
転

　
出
し
た
場
合
は
案
内
状
が
届
か

　
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
本
人

　
ま
た
は
知
人
が
該
当
す
る
方
は

　
11
月
13
日
㈬
ま
で
に
そ
の
方
の

　
「
現
在
の
住
所
・
氏
名
」
を
生

　
涯
学
習
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

　
い
。

■
ご
家
族
の
方
へ

　
式
典
当
日
は
会
場
が
ほ
ぼ
満
席

に
な
る
こ
と
か
ら
、
ご
家
族
の
入

場
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
駐
車
場
・
送
迎
バ
ス

　
新
成
人
な
ら
び
に
ご
家
族
用
の

駐
車
場
は
、
市
役
所
駐
車
場
と
カ

ダ
ー
レ
第
２
駐
車
場
と
な
り
ま
す

台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

公
共
交
通
機
関
の
利
用
や
自
家
用

車
の
相
乗
り
な
ど
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
な
お
、
本
荘
地
域
以
外
は

各
総
合
支
所
前
な
ど
か
ら
送
迎
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
詳
細
は
案
内
状
に
同
封

し
ま
す
。

■
新
成
人
の
つ
ど
い
　　

　
14
時
か
ら
の
「
新
成
人
の
つ
ど

い
」
は
、
新
成
人
実
行
委
員
会
に

よ
る
企
画
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

二
十
歳
の
門
出
を
祝
う

令
和
２
年「
成
人
式
」を
開
催
し
ま
す

◎
市
民
シ
ー
ズ
ン
券

　
市
民
と
県
立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン

パ
ス
の
学
生
の
方
に
割
引
し
て
販

売
し
ま
す
。
県
内
提
携
ス
キ
ー
場

に
シ
ー
ズ
ン
券
を
持
参
し
た
場
合

１
日
券
が
大
人
・
子
ど
も
ど
ち
ら

も
５
０
０
円
引
き
で
購
入
で
き
ま

す
。
ま
た
、
男
鹿
水
族
館
Ｇ
Ａ
Ｏ

の
入
館
料
が
割
引
に
な
る
ほ
か
、

中
学
生
・
高
校
生
以
外
の
方
は
夏

油
高
原
ス
キ
ー
場
１
日
券
も
割
引

で
購
入
で
き
ま
す
。

料
金

・
大
人
　
１
万
９
４
０
０
円

・
シ
ル
バ
ー
（
60
歳
以
上…

昭
和

　
35
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の

　
方
）
　
　
　
１
万
５
２
０
０
円

・
子
ど
も
（
中
学
生
以
下
）
　

　
　
　
　
　
　
　
　
４
０
０
０
円

・
県
立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
の

　
学
生
　
　
　
１
万
６
９
０
０
円

申
し
込
み
方
法

　
購
入
を
希
望
す
る
方
は
、
次
の

書
類
な
ど
を
添
え
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

①
顔
写
真
（
縦
４
㌢
、
横
３
㌢
）

　
２
枚

②
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
な

　
ど
住
所
と
生
年
月
日
が
確
認
で

　
き
る
も
の
（
高
校
生
・
県
立
大

　
生
は
学
生
証
も
提
示
）

※

郵
送
受
け
取
り
希
望
の
場
合
は

　
郵
送
料
４
０
４
円
が
加
算
さ
れ

　
ま
す
。

申
し
込
み
先
　
11
月
５
日
㈫
か
ら

12
月
２
日
㈪
ま
で
、
矢
島
総
合
支

所
産
業
課
（
平
日
の
み
）

※

12
月
３
日
以
降
は
矢
島
ス
キ
ー

　
場
リ
フ
ト
券
売
り
場
で
受
け
付

　
け
ま
す
。

※

引
き
渡
し
は
12
月
に
入
っ
て
か

　
ら
と
な
り
ま
す
。

※

申
込
書
は
、
観
光
振
興
課
お
よ

　
び
各
総
合
支
所
産
業
課
に
備
え

　
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
矢
島

　
ス
キ
ー
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◎
前
売
り
１
日
券

　
今
年
か
ら
通
常
よ
り
お
得
な
前

売
り
１
日
券
を
期
間
限
定
で
販
売

し
ま
す
。

料
金

・
大
人
　
　
　
　
　
２
５
０
０
円

　
　
　
　
（
通
常
３
０
０
０
円
）

・
シ
ル
バ
ー
　
　
　
２
０
０
０
円

　
　
　
　
（
通
常
２
３
０
０
円
）

・
子
ど
も
　
　
　
　
１
２
０
０
円

　
　
　
　
（
通
常
１
５
０
０
円
）

申
し
込
み
先
　
11
月
５
日
㈫
か
ら

29
日
㈮
ま
で
、
矢
島
総
合
支
所
産

業
課
（
平
日
の
み
）

※
申
込
書
は
矢
島
総
合
支
所
産
業

　
課
に
備
え
付
け
ま
た
は
矢
島
ス

　
キ
ー
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

　
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※

引
き
渡
し
は
営
業
開
始
後
（
12

　
月
14
日
か
ら
）
、
リ
フ
ト
　
券

　
売
り
場
で
行
い
ま
す
。

◎
矢
島
ス
キ
ー
場
シ
ー
ズ
ン
券
・

　前
売
り
１
日
券
の
出
張
販
売

日
時
　
11
月
10
日
㈰
、
23
日
㈯

10
時
〜
15
時

場
所
　
ネ
ク
サ
ス
由
利
本
荘
店

※

出
張
販
売
時
は
そ
の
場
で
写
真

　
撮
影
を
行
い
ま
す
の
で
、
顔
写

　
真
の
持
参
は
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課

☎
32―

１
３
３
２

鳥
海
高
原
矢
島
ス
キ
ー
場
の

お
得
な
市
民
シ
ー
ズ
ン
券
・
前
売
り
１
日
券
を
販
売
し
ま
す

2

3
令
和
２
年
４
月
か
ら
の
認
定
こ
ど
も
園

「
利
用
申
し
込
み
」
を
受
け
付
け
ま
す

　
認
定
こ
ど
も
園
は
、
幼
稚
園
と

保
育
所
の
機
能
や
特
徴
を
併
せ
持

っ
た
施
設
で
す
。
認
定
子
ど
も
園

の
利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、
認

定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
認
定
区
分
】

〇
１
号
認
定
（
教
育
認
定
）

　
満
３
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
特
別

　
な
要
件
は
必
要
な
し

〇
２
号
認
定
（
保
育
認
定
）

　
満
３
歳
以
上
か
つ
「
保
育
を
必

　
要
と
す
る
事
由
」
が
あ
る

〇
３
号
認
定
（
保
育
認
定
）

　
満
３
歳
未
満
か
つ
「
保
育
を
必

　
要
と
す
る
事
由
」
が
あ
る

※

「
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
」

　
と
は
、
両
親
と
も
に
就
労
の
た

　
め
、
家
庭
で
の
保
育
が
で
き
な

　
い
場
合
な
ど
を
指
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

▼
12
月
２
日
ま
で

矢
島
総
合
支
所

産
業
課

☎
55―

４
９
５
３

▼
12
月
３
日
以
降

鳥
海
高
原

矢
島
ス
キ
ー
場

☎
56―

２
１
８
２

。

、

◇
火
災
か
ら
命
を
守
る
た
め
に

　
秋
は
火
災
が
非
常
に
発
生
し
や

す
い
時
季
で
す
。
火
災
を
防
ぐ
た

め
身
の
回
り
の
火
の
取
り
扱
い
に

は
十
分
注
意
し
て
、
大
切
な
命
と

財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

〇
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
今
す
ぐ

　チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
古
く
な

る
と
電
子
部
品
の
寿
命
や
電
池
切

れ
な
ど
で
、
火
災
を
感
知
し
な
く

な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
と
て
も
危

険
で
す
。

〇
ま
ず
は
作
動
確
認
し
、
音
を
聞

い
て
み
ま
し
ょ
う

　
ボ
タ
ン
を
押
す
、
ま
た
は
ひ
も

を
引
い
て
作
動
確
認
を
し
ま
す
。

定
期
的
に
家
族
で
火
災
時
の
警
報

音
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

〇
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
10
年
を

目
安
に
交
換
し
ま
し
ょ
う

　
す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
取
り
付
け
が
義
務
付
け

ら
れ
て
か
ら
間
も
な
く
10
年
が
経

過
し
ま
す
。
電
池
の
寿
命
は
約
10

年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
本

体
内
部
の
電
子
部
品
の
劣
化
も
考

え
ら
れ
る
た
め
、
本
体
の
交
換
時

期
と
な
り
ま
す
。

11
月
３
日
㈰
〜
９
日
㈯
は
秋
の
火
災
予
防
運
動
実
施
期
間

「
ひ
と
つ
ず
つ
　い
い
ね
！
　で
確
認
　火
の
用
心
」

4

問
い
合
わ
せ
先

▼
利
用
申
し
込
み
に
つ
い
て

各
認
定
こ
ど
も
園

▼
認
定
区
分
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
課

☎
24―

６
３
２
０

問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
予
防
課

☎
22―

４
２
８
７

本
荘
消
防
署

☎
22―

０
０
１
１

矢
島
消
防
署

☎
55―

２
１
１
１

あ
な
た
の
ご
自
宅
は

　
　
　
　
　
大
丈
夫
で
す
か
？

地域

本荘

　　認定こども園名

若草幼稚園・保育園

清徳幼稚園　清徳保育園

本荘幼稚園

本荘カトリックこども園

受け入れ可能区分

１・２・３号

１・２・３号

１・２号

１・２・３号

電　話

22－0852

24－2501

22－3116

22－2068

〈　認定こども園一覧　〉

正常な場合は？
正常をお知らせするメッセージまたは火災警報音が鳴ります。

注）警報音はメーカーや製品により異なります。

ピピ、
ピーピーピー

ピーピーピー
火事です

音が鳴らない場合は？
電池がきちんとセットされているか、ご確認ください。

●それでも鳴らない場合は、「電池切れ」か「機器本体の
　故障」です。取扱説明書をご覧ください。

… しーん
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5

　
11
月
５
日
㈫
か
ら
、
住
民
票
・

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
通
知
カ

ー
ド
）・
印
鑑
証
明
書
に
旧
姓（
氏
）

住
民
票
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
に

旧
姓（
氏
）が
併
記
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
すが

併
記
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
従
来
称
し
て
き
た
氏

を
公
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
た
め
、
各
種
契
約
や
銀
行

口
座
の
名
義
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
活
用
す
る
こ
と
や
、
職
場
な

ど
で
の
身
分
証
明
に
資
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

〇
旧
姓
（
氏
）
が
記
載
さ
れ
た
戸

　
籍
謄
本
な
ど

※

併
記
し
た
い
旧
姓
が
記
載
さ
れ

　
て
い
る
戸
籍
謄
本
な
ど
か
ら
現

　
在
に
至
る
ま
で
全
て
の
戸
籍
謄

　
本
な
ど
が
必
要
で
す
。

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は

　
通
知
カ
ー
ド

〇
本
人
確
認
で
き
る
書
類

・
１
点
で
確
認
で
き
る
も
の

　
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
写
真

付
き
の
身
分
証
明
書

・
２
点
で
確
認
で
き
る
も
の

　
健
康
保
険
証
、
預
金
通
帳
、
年

金
手
帳
な
ど

※

旧
姓
併
記
の
詳
細
は
市
ま
た
は

　
総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　
覧
く
だ
さ
い
。

6
物
品
を
売
り
払
い
ま
す

7
　
会
期
や
日
程
は
今
後
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
傍
聴
の
際

な
ど
は
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

会
期
　
11
月
29
日
㈮
〜

　
　
　
　
　
　
　
12
月
17
日
㈫

〇
11
月
29
日
㈮…

本
会
議
（
開
会
、

　
議
案
の
説
明
）

〇
12
月
５
日
㈭…

本
会
議
（
一
般

　
質
問
）

〇
12
月
６
日
㈮…

本
会
議
（
一
般

　
質
問
）

〇
12
月
９
日
㈪…

本
会
議
（
一
般

　
質
問
、
議
案
質
疑
）

〇
12
月
10
日
㈫
〜
12
日
㈭…

各
常

　
任
委
員
会

〇
12
月
17
日
㈫…

本
会
議
（
質
疑
、

　
討
論
、
採
決
、
閉
会
）

本
会
議
開
会
時
刻

〇
11
月
29
日
㈮
、
12
月
17
日
㈫…

　
10
時

〇
12
月
５
日
㈭
、
６
日
㈮
、
９
日

　
㈪…

９
時
半

※

11
月
20
日
㈬
正
午
ま
で
に
受
理

　
し
た
請
願
・
陳
情
を
今
定
例
会

　
で
審
議
す
る
予
定
で
す
。

第
４
回
「
市
議
会
定
例
会
」
の

会
期
日
程（
予
定
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
先

議
会
事
務
局

☎
24―

６
３
８
６

8
「
地
域
住
民
用
雪
置
き
場
事
業
」

固
定
資
産
税
を
使
用
期
間
相
当
分
減
免
し
ま
す

　
市
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ

る
除
排
雪
の
促
進
を
図
り
、
住
宅

密
集
地
の
空
き
地
な
ど
を
雪
置
き

場
と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
「
地

域
住
民
用
雪
置
き
場
事
業
」
を
実

施
し
ま
す
。

　
町
内
会
な
ど
が
冬
期
間
、
空
き

地
な
ど
の
土
地
所
有
者
か
ら
土
地

を
借
り
受
け
、
雪
置
き
場
と
し
て

使
用
す
る
こ
と
を
市
に
届
け
出
た

場
合
に
、
提
供
さ
れ
た
土
地
の
翌

年
度
の
固
定
資
産
税
を
使
用
期
間

相
当
分
減
免
し
ま
す
。

　
な
お
、
雪
置
き
場
の
管
理
運
営

は
町
内
会
な
ど
が
自
ら
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

雪
置
き
場
の
基
本
要
件

〇
町
内
会
な
ど
の
範
囲
に
属
し
、

　
ま
た
は
隣
接
す
る
土
地
。

〇
土
地
の
広
さ
が
お
お
む
ね
１
５

　
０
〜
５
０
０
平
方
㍍
。

〇
町
内
会
な
ど
と
土
地
所
有
者
が
、

　
書
面
に
よ
り
土
地
使
用
貸
借
契

　
約
（
無
償
）
を
締
結
し
た
も
の
。

〇
固
定
資
産
税
の
評
価
地
目
が
宅

　
地
お
よ
び
宅
地
比
準
雑
種
地
で

　
あ
る
こ
と
（
農
地
、
山
林
、
原

　
野
は
対
象
外
）
。

※

こ
の
ほ
か
、
雪
置
き
場
に
通
じ

　
る
道
路
の
通
行
に
制
限
が
な
い

　
こ
と
な
ど
の
要
件
が
あ
り
ま
す

　
の
で
、
雪
置
き
場
の
使
用
予
定

　
地
が
事
業
対
象
に
あ
て
は
ま
る

　
か
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

申
請
期
限
　
11
月
29
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先

建
設
管
理
課

☎
24―

６
３
４
１

ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設
課

プレミアム付商品券購入引換券

　　　　　　交付申請はお済みですか

　市では、10月１日よりプレミアム付商品
券を販売しています。購入引換券を取得す
るには申請が必要となります。まだ申請を
していない方はお早めに申請してください。

◎対象者と思われる方へはあらかじめ交付
　申請書を送っていますが、所得税の修正
　申告などで住民税が非課税となった方に
　は送っていませんので、申請書を取得の
　上、申請してください。申請書は福祉支
　援課および各総合支所市民サービス課に
　備え付けのものか市のホームページから
　ダウンロードして使用してください。

　対象と思われる方で申請書が届いていな
　い方は、福祉支援課にご相談ください。
※詳細は本紙７月１日号または市ホーム　
　ページをご覧ください。

問　福祉支援課　☎２４－６３１７
※申請は各総合支所市民サービス課でも
　受け付けます。

申込期限は

　　 11月29日（金）までです

鳥海山・飛島ジオパーク
リレーコラム
「日本海と大地がつくる
　　水と命の循環」

【第59回】
「清流のサケと海洋環境」

　鳥海山の紅葉が深まる頃、遊佐町の月光川水系や、
にかほ市の川袋川など山麓の河川ではサケ漁が始ま
ります。サケ漁といっても河川で行われているのは
遡上するサケを捕獲して採卵・ふ化・放流する「ふ
化放流事業」です。これは、海洋資源の持続性を維
持するために明治時代から行われているものです。
　鳥海山麓の河川に遡上するのはシロザケです。ふ
化場で育てられた稚魚は海の水温が温かくなった三
月に放流されます。海に出た稚魚はオホーツク海、
北大西洋、べーリング海、アラスカ湾などの北洋で

すごし、およそ四年後に生まれた河川に帰ってきま
す。約１万㌔にもおよぶ長旅です。
　サケが生まれた川に帰ってくる確率は３％前後で
すが、近年は全国的に回帰率が下がっているといわ
れており、その理由の一つに温暖化による海水面温
度の上昇が指摘されています。気象庁によると2016
年までの約100年間にわたる日本近海の平均水温は
1.09度上昇しています。特に日本海海域では約1.7度
と、世界平均の0.53度を大きく上回ります。回帰率
低下にはさまざまな要因が考えられますが、そのメ
カニズムはまだ明らかにされていません。
　鳥海山麓の清流
はサケを通じて大
海とつながってい
ます。身近な川や
そこにすむ生き物
は、地球の未来を
考える手がかりに
なりますね。

鳥海山・飛島ジオパーク推進協議会
主任研究員　岸本　誠司　さん

遊佐町「鮭のつかみどり大会」

　
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
、
次
の

物
品
を
売
り
払
い
ま
す
。

入
札
物
品
①
　
ダ
イ
ハ
ツ
・
ハ
イ

ゼ
ッ
ト
カ
ー
ゴ

年
式
　
平
成
21
年
登
録

最
低
売
却
価
格
　
１
万
３
千
円

そ
の
他
　
車
体
に
傷
、
へ
こ
み
、

さ
び
多
数
あ
り
。
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ

ス
に
傷
あ
り
。
外
部
ス
ピ
ー
カ
ー

ア
ン
プ
の
電
源
は
入
る
が
音
は
鳴

ら
な
い
。

入
札
物
品
②
　
ト
ヨ
タ
・
ノ
ア

年
式
　
平
成
13
年
登
録

最
低
売
却
価
格
　
２
万
円

そ
の
他
　
車
体
下
回
り
を
中
心
に

経
年
劣
化
が
著
し
い
た
め
、
次
回

の
車
検
を
通
る
の
は
困
難
。
助
手

席
ド
ア
の
ラ
ン
プ
カ
バ
ー
レ
ン
ズ

に
破
損
あ
り
。

公
開
場
所
　

①
管
財
課
（
車
両
セ
ン
タ
ー
）

☎
24―

３
３
１
９

②
消
防
本
部
総
務
課

☎
22―

４
２
８
２
　

※

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
物
品
写
真

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

入
札
関
係
書
類
の
交
付
・
公
開
期

間
　
11
月
７
日
㈭
〜
14
日
㈭
　
９

時
〜
17
時
（
平
日
の
み
）

書
類
交
付
の
場
所
　
管
財
課
（
市

役
所
増
設
棟
２
階
）

※

期
間
内
に
書
類
の
交
付
を
受
け

　
て
い
な
い
方
は
入
札
に
参
加
で

　
き
ま
せ
ん
。

入
札
日
時
　
11
月
19
日
㈫
　
10
時

※
10
時
に
会
場
に
い
な
い
場
合
は

　
辞
退
し
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

入
札
場
所
　
広
域
行
政
セ
ン
タ
ー

３
階
　
学
習
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先

管
財
課

☎
24―

６
２
６
２

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課

住
民
記
録
班

☎
24―

６
２
４
３

各種の契約や銀行口座の名義に
旧姓が使われる場面で、その証明に使えます。

こんなと
きに！

就職・転職時など、仕事の場面でも
旧姓で本人確認ができます！

こんなと
きに！

、
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〇11月の各館行事カレンダー

【本荘】本荘第一病院１階　11月22日㈮　10時～13時半
【大内】上川大内出張所、下川大内出張所　11月1日㈮※入れ替え
【鳥海】笹子出張所※
※大内・鳥海の移動図書館は、月に１回入れ替えして常設

出演：おはなしたんぽぽの会

出演：民話サークル

出演：ゆりかごの会

図書館職員

出演：お話グループにじ

出演：すずめの巣

出演：国境なき話し手

講師：鈴木タキさん

出演：民話サークル

絵本の読み聞かせほか

由利の民話シリーズ紙芝居上演ほか

専門家によるビジネスの無料相談

絵本の読み聞かせほか

絵本の読み聞かせほか

大人向けの絵本の読み聞かせほか

絵本の読み聞かせほか

外国語による絵本の読み聞かせほか

中世文学その１　貴族伝統文化と武士社会

由利の民話シリーズ紙芝居上演ほか

おはなし劇場（お話室）

民話紙芝居

秋田県よろず支援拠点サテライト由利本荘（郷土資料室）

えほんでこんにちは（お話室）

おはなし会

大人のための絵本タイム

おはなしのへや

ヨミキカセ　ワールドワイド

古典講座（自然科学学習室２）

民話紙芝居

中央

由利

中央

中央

岩児

中央

出羽

中央

中央

由利

9日㈯

9日㈯

14日㈭

16日㈯

21日㈭

21日㈭

23日㈯

23日㈯

23日㈯

30日㈯

10時半～11時半

10時半～11時半

10時～15時半

10時半～11時半

10時半～11時半

18時半～19時10分

10時半～11時

10時半～11時半

13時半～15時

10時半～11時半

中央＝中央図書館、由利＝由利図書館、出羽＝出羽伝承館、岩児＝岩城児童センター

○今月の移動図書館
中央図書館
岩城図書館
由利図書館
出羽伝承館

12日㈫、26日㈫、29日㈮
3日㈰、4日㈪、11日㈪、18日㈪、23日㈯、25日㈪
23日㈯
5日㈫、11日㈪、18日㈪、25日㈪

〇休館日

担当：秋田企業活性化センタ
ー秋田県よろず支援拠点

第13回「朗読と音楽のひととき」
キーボード演奏とともに、内館牧子さんの作品
を朗読で楽しんでみませんか？
大人向け。
参加無料、申し込み不要。
日時　11月16日（土）13時半～ 14時半
会場　岩城図書館
内容　「帰省」「老人のエレガンス」など
出演　朗読サークル「いちごばたけ」会員ほか
問い合わせ　岩城図書館　☎７３－３６７３

あづまれ～聞いでみねが～
本荘のむがしばなし
本荘に古くから語り伝えられてきた昔ばなしを、
手作りの超大型紙芝居で上演します。
参加無料、申し込み不要。
日時　11月28日（木）13時半～ 15時
会場　カダーレギャラリー１
出演　ゆりかごの会
問い合わせ　中央図書館　☎２２－４９００

※催し物の時間など詳しくは各施設にご確認ください。

月 5施設の催事案内
㋕カダーレ  ㋐アクアパル  ○総合体育館  ㋛シーガル  ㋤ナイスアリーナ総

１ 金

2 土

3 日

11

7 木

4 月

5 火

6 水

8 金

9 土

10 日

11 月

12 火

13 水
14 木

12

15 金

16 土

17 日

18 月
19 火
20 水
21 木
22 金

23 土

24 日

26 火
25 月

27 水

28 木

29 金

30 土

由利耕心大学講座　10時～15時　㋛
㋐　○総　休館日
みんなで支え合う地域づくり勉強会　13時半～16時　㋛
㋕　休館日

埋蔵文化財センター考古学セミナー　13時10分～14時40分　㋕
家庭の医学講座　14時～15時半　㋕
中央保育園こどもかい～発表会～　9時～　㋐
寺本圭佑デビュー10周年記念コンサートin由利本荘　13時～　㋐
太極拳交流大会　9時～16時　○総
ハンドメイドマーケット　10時～15時　㋕
あきたワークショップキャラバンinカダーレ　10時～15時　㋕
環境あきた県民塾「プラスチックごみによる海洋汚染とは？」　13時～15時半　㋕
ピアノデュオ　クトロヴァッツコンサート　14時開演　入場料あり　㋕

第68回本荘由利小中学校音楽祭　13時開演　㋕
第57回本荘由利少年武道錬成大会　8時～17時　○総
体験型防災アトラクション　①10時～11時半　②13時半～15時　㋤
はっぴぃさぁくるフリーマーケット　9時半～14時半　㋕
第31回由利本荘市合唱祭　13時半開演　入場料あり　㋕
第65回由利本荘市水辺駅伝競走大会　9時半～　㋐
ミズノスポーツフェスタ　9時～16時　○総　
第61回本荘由利地区吹奏楽祭　14時開演　入場料あり　㋕
ミズノスポーツまつり　9時～16時半　㋤
洋上風力発電反対全国大会ｉｎ秋田　18時～20時半　㋕
㋐　休館日

本荘南中学校合唱コンクール　13時開演　㋕

1日　チャリティーラージボール卓球大会　○総
1日　歳末助け合いチャリティー（演芸などの発表）　㋛
7日　第12回由利本荘民俗芸能大会　㋕
8日　第34回リソナンツァムジカーレ演奏会　㋕
8日　はっぴぃさぁくるフリーマーケット　㋕

小松耕輔音楽兄弟顕彰第27回由利本荘市民音楽祭　13時開演　㋕
心と体の癒しマルシェvol.1　10時～15時　㋐
ダブルス卓球大会（小・中の部）　8時～17時　○総
図書館を使った調べる学習コンクール表彰式　10時～11時半　㋕
由利吹奏楽団第41回定期演奏会　14時開演　入場料あり　㋕
第12回秋田県マシンローイング選手権大会
　　  兼第31回全国マシンローイングＢ秋田県大会　8時半～　㋐
ダブルス卓球大会（一般の部）　8時～17時　○総
子ども支援に関する研修会「子どもの心と体を育てる姿勢教育」　13時半～15時　㋛

㋐　㋤　休館日

鶴舞小学校音楽会2019　10時開演　㋕

第33回本荘生涯学習創作展・生涯学習体験コーナー（～25日）　9時～17時（25日16時まで）　㋕
古典講座　13時半～15時　㋕
秋田県高等学校新人柔道大会　8時～17時（～24日）　8時～17時
第17回全国スポーツ少年団バレーボール交流大会秋田県大会（～24日）　9時～18時　㋤
夏川りみ 20th Anniversary Tour 2019 「みーふぁいゆー」　17時半開演　入場料あり　㋕
第39回由利工業高校吹奏楽部定期演奏会　14時～　㋐　
○総　休館日
㋐　休館日
家族介護者教室　10時～11時　㋐
㋕　休館日

あづまれ～聞いでみねが～本荘のむがしばなし　13時半～　㋕
生涯学習交流展（～12月1日）　㋛

本荘由利児童生徒美術展（～12月2日）　9時～18時（2日15時まで）　㋕
カダーレアート2019～貼り絵でクリスマスを飾ろう～（～12月1日）
　　　　   　30日13時半～17時、1日10時～17時　参加料あり　㋕
華風舞15周年記念イベント　11時開演　㋕
絵本の世界にいざなう夕べ　19時半～　㋕
科学フェスティバル　8時～16時
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昭
和
35
年
に
ふ
る
さ
と
本
荘
を
離
れ
、
60

年
も
の
年
月
が
経
ち
ま
し
た
。
今
思
え
ば
希

望
と
不
安
の
中
で
夜
行
寝
台
車
に
乗
り
、
優

し
か
っ
た
長
兄
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
の
上
京

で
し
た
。

　
４
、
５
回
の
引
っ
越
し
を
し
な
が
ら
貧
乏

な
学
生
時
代
を
過
ご
し
、
昭
和
39
年
、
先
輩

が
在
職
し
て
い
た
会
社
に
入
社
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
大
阪
、
名
古
屋
と
転
勤
し
、
厳
し

い
昭
和
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
と
苦
労
を
し
な

が
ら
、
定
年
ま
で
勤
務
を
し
ま
し
た
。

　
昭
和
の
終
わ
り
ご
ろ
、
ふ
と
し
た
こ
と
か

ら
首
都
圏
に
住
む
中
学
同
期
の
集
ま
り
を
開

催
し
ま
し
た
。 

懐
か
し
く
故
郷
の
思
い
出
を

語
り
合
う
中
、
小
さ
な
こ
ろ
の
心
の
原
風
景

が
一
挙
に
募
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
私
の
人
生
は
ふ
る
さ
と
一
色
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
平
成
元
年
、
首
都
圏
に
住
む
本
荘
出
身
者

に
よ
り
、「
本
荘
ふ
る
さ
と
会
」
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
年
１
回
だ
け
会
う

会
員
、
友
達
の
顔
を
見
れ
ば
安
心
し
て
ふ
る

さ
と
へ
帰
っ
た
気
分
に
な
り
、「
元
気
だ
っ

た
か
」「
ま
ず
飲
め
」
で
始
ま
る
ふ
る
さ
と

会
。
平
成
元
年
か
ら
30
年
、
ふ
る
さ
と
会
を

通
じ
て
会
員
同
士
が
さ
ま
ざ
ま
な
故
郷
の
想

い
を
語
り
合
い
、
お
互
い
の
人
生
の
軌
跡
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
少
し
で

も
ふ
る
さ
と
の
た
め
に
な
ろ
う
と
募
金
活
動

を
し
、
平
成
11
年
、
秋
田
県
立
大
学
本
荘
キ

ャ
ン
パ
ス
前
の
飛
鳥
通
り
に
桜
の
苗
木
を
植

樹
し
た
こ
と
が
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
故
郷
を
想
う
心
が
募

る
の
か
、
特
に
還
暦
、
喜
寿
の
お
祝
い
で
帰

郷
し
た
際
は
、
自
分
が
幼
き
時
代
を
過
ご
し

た
自
然
の
風
景
、
鳥
海
山
、
子
吉
川
、
日
本

海
が
、
と
て
も
新
鮮
で
美
し
く
感
じ
、
私
の

心
を
癒
し
て
く
れ
ま
し
た
。       

　
平
成
17
年
、
由
利
本
荘
市
が
誕
生
し
た
こ

と
に
よ
り
首
都
圏
の
１
市
７
町
の
ふ
る
さ
と

会
を
一
つ
に
し
よ
う
と
、
地
域
性
、
風
土
性

の
違
い
を
感
じ
な
が
ら
も
、
10
年
か
か
っ
て

元
号
が
令
和
に
替
わ
っ
た
今
年
、「
由
利
本

荘
市
ふ
る
さ
と
会
」
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
ふ
る
さ
と
に
感
謝
し
、
郷
土

に
つ
い
て
共
に
語
り
合
え
る
人
た
ち
の
中
に

軸
足
を
お
い
て
、
残
さ
れ
た
人
生
を
生
き
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
会
社
生
活
を
始
め
て
今
年
で
40
年
に
な
る
。

大
半
は
東
京
勤
務
で
あ
り
、
由
利
町
で
生
活

し
て
い
た
時
間
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
。

し
か
し
、
東
京
へ
の
愛
着
は
特
段
湧
く
こ
と

も
な
く
、
ふ
る
さ
と
で
あ
る
由
利
本
荘
市
や

秋
田
県
に
触
れ
る
情
報
に
は
妙
に
敏
感
に
反

応
し
て
し
ま
う
。
ふ
る
さ
と
で
過
ご
し
た
時

間
と
空
間
、
そ
こ
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の

出
会
い
や
経
験
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
自
分
」

が
形
作
ら
れ
た
、
と
い
う
思
い
が
、
や
は
り

強
い
の
だ
と
思
う
。

　
１
０
０
歳
を
超
え
て
医
師
と
し
て
現
役
生

活
を
送
っ
た
日
野
原
重
明
の
言
葉
に
、「
私
は
、

私
が
出
会
っ
て
き
た
全
て
の
も
の
の
一
部
で

あ
る
」
が
あ
る
。
仕
事
に
熱
中
し
て
い
た
時

代
に
は
こ
う
し
た
こ
と
に
思
い
も
寄
ら
な
か

っ
た
が
、
過
去
の
い
ろ
い
ろ
な
場
面
を
思

い
起
こ
す
と
、
実
感
す
る
も
の
が
あ
る
。

地
域
の
中
で
暮
ら
し
て
き
た
古
老
の
ボ
ソ
ッ

と
し
た
一
言
、
小
中
学
校
に
お
け
る
さ
ま
ざ

ま
な
背
景
を
持
っ
た
生
徒
た
ち
の
集
団
か
ら

生
み
出
さ
れ
る
楽
し
み
や
あ
つ
れ
き
、
豊
か

さ
と
時
折
厳
し
い
顔
も
見
せ
る
自
然
の
中
で

心
が
動
い
た
瞬
間
。
そ
う
し
た
も
の
が
、
確

か
に
、
深
く
折
り
重
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し

て
振
り
返
る
と
、
愛
着
や
郷
愁
も
勿
論
あ
る

の
だ
が
、
原
点
が
そ
こ
に
あ
っ
た
と
い
う
感

謝
の
思
い
が
強
く
な
っ
て
く
る
。

　
東
京
な
ど
の
幾
つ
か
の
都
市
部
を
除
き
、

日
本
の
多
く
の
地
域
が
共
通
に
抱
え
る
の
は
、

人
口
減
少
と
ど
の
よ
う
に
共
生
し
て
い
く
か

で
あ
り
、
地
域
を
問
わ
ず
重
要
な
の
は
、
政

府
が
言
うSociety5.0

が
進
行
す
る
中
で
こ

の
果
実
を
い
か
に
し
て
取
り
込
ん
で
い
く
か

で
あ
る
。

　
も
う
、
ふ
る
さ
と
に
暮
ら
し
て
い
る
わ
け

で
も
な
く
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
分
か
ら
な
い
。

こ
う
し
た
課
題
に
つ
い
て
、
離
れ
て
い
て
も
、

あ
る
い
は
離
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
何
か
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
、
と
感
謝
の
念
を
込
め
て

考
え
て
し
ま
う
。

　離
れ
て
も
、
想
い
は
強
く…

。
市
の
認
知
度
や
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
に
助
言
を
い
た

だ
い
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
応
援
大
使
」
の
鈴
木
さ
ん
、
首
都
圏
の
市
出
身
者
で
構
成

さ
れ
る
「
由
利
本
荘
市
ふ
る
さ
と
会
」
顧
問
の
池
田
さ
ん
に
、
「
ふ
る
さ
と
」
を
テ

ー
マ
に
想
い
を
つ
づ
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

鈴木伸弥さん
（64歳・東京都）

由
利
地
域
出
身

ふ
る
さ
と
応
援
大
使

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
　会
長

池田哲三さん
（旧姓：鈴木、77歳・東京都）

本
荘
地
域
出
身

由
利
本
荘
市
ふ
る
さ
と
会
　顧
問

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い



■由利組合総合病院サロン「おひさま」
　がんを体験した方やその家族、関
心がある方のためのサロンです。申
し込み不要。気軽にご参加くださ
い。
開催日　11月12日㈫
内容・時間　学習会：歯科口腔外科
　医師より「がん治療と口腔ケア」  
　（11時～11時半）、茶話会（13
　時半～15時）
会場　由利組合総合病院がん相談支
　援センター（1階新患受付向かい）
問　☎２７－１２００（代表）

■湯ったりほのぼの教室
　申し込み不要、参加無料。どなた
でも気軽にお越しください。
開催日　11月27日㈬
内容・時間　健康相談・血圧測定
　（９時半～10時）、自宅で継続で
　きる軽体操（10時～11時）
会場　鶴舞温泉　中広間
問　健康管理課

■こころの相談日
　無料で臨床心理士とお話できます。
家族や仕事のこと、子育てや学校生
活のことなど、お困りのことを気軽
にご相談ください。
開催日　11月27日㈬
時間　10時15分～11時、11時15分～
　12時、13時半～14時15分
会場　本荘保健センター
　※１人45分予約制、１日３人まで
申し込み　11月25日㈪まで健康管理
　課へ
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▶▶ 催し・おしらせ
■いのちの総合相談会
　心や体、生活のことなど一人で悩ま
ず、ご相談ください。相談無料、秘密
は厳守します。
開催日　11月８日㈮、９日㈯
時間　10時～17時
会場　西目公民館シーガル
　※事前予約が必要です。
申し込み　ＮＰＯ法人　蜘蛛の糸
　☎０１８－８５３－９７５９

■認知症カフェ（オレンジカフェ）
「認知症予防拠点カフェあまさぎ」
　認知症の人やその家族、地域住民
など誰でも参加できます。
日時　11月14日㈭　10時～14時
会場　かやぶき荘（岩城冨田字根本
　10-22）
参加料　300円
内容　講話：インフルエンザの話、
　実技：コグニサイズ
問　渡辺さん　☎６２－５００１
　※送迎相談可

■きてけれ～サロン
　声かけボランティアの皆さんとお
茶を飲みながらおしゃべりしてみま
せんか。どなたでも参加できます。
日時　11月14日㈭　10時～14時
会場　本荘保健センター
問　声かけボランティア事務局
　　（健康管理課内）

■マタニティ教室
　妊婦やその家族向けの教室です。
里帰り中の方も大歓迎。
開催日　11月24日㈰
時間　受付９時～９時20分（11時半
　ごろ終了予定）
内容　講義と実習「赤ちゃんのお風
　呂について」
講師　助産師　菊地世智子さん
会場　本荘保健センター
持ち物　母子健康手帳、筆記用具
申し込み　11月20日㈬まで健康管理
　課へ

■いきいきサロン癒やしの川
　病気や介護などについてお困りの
方、医療について学びたい方、患者
さんや家族の方もどなたでも歓迎し
ます。みんなで語り合い、笑顔にな
りませんか。参加無料。
日時　11月２日㈯　10時～11時
会場　本荘第一病院　８階研修ホー
　ル
申し込み　本荘第一病院秘書課の佐
　藤さんへ　☎２２－０１１１

市では市民の健康寿命の延伸に向けた取り組みを進めています。全市民
を対象とするものを紹介しますので、お住まいの地域以外の事業にも気
軽にご参加ください。 　※当日は動きやすい服装でお越しください。

心
身
と
も
に
、
す
こ
や
か
に

健
康

だ 

よ 

り

◇
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
管
理
課
　
☎
22
ー
１
８
３
４

　
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

月 乳幼児健診11
実施日 対象地域 事 業 名 対　象　者 受付時間 実施場所

○母子健康手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください

○3歳児健診を受ける方は、ご家庭でアンケート票の中の聴力と視力の検査を行ってきてください

○7カ月児健診は、個別健診となります

○事前に健診の準備が必要なことから、該当する日程で受診してください

○当日受診できない場合や不明な点は、本荘保健センターまたは各支所市民サービス課へご相談ください

　誰にでも訪れる人生の最終段階。あなたの大切な人に自分の想
いを伝えることを一緒に考えてみませんか。笑顔で終活について
語り合いましょう。どなたでも参加できます。

日時・会場　11月26日㈫　13時半～15時45分　有鄰館（東由利）
　　　　　　11月28日㈭　13時半～15時45分　日新館（矢島）
内容　①講演「心づもり　～伝えることの大切さについて～」
　　　　講師：あきた森の保健室（伊藤医院）室長　小野まゆみ
　　　　さん
　　　②エンディングノートをみんなで綴り語ろう
　　　　※参加者一人一人がエンディングノートを作成し、
　　　　　それをもとに参加者同士で語り合います。
定員　各会場　30人
問・申し込み　11月20日㈬まで地域包括支援センターへ
　☎２４－６３４５

７日㈭

11日㈪

19日㈫

21日㈭

26日㈫

28日㈭

全地域

全地域

全地域

全地域

全地域

全地域

５歳児健康相談 

２歳児歯科健診 

10カ月児健診 

３歳児健診

４カ月児健診

１歳６カ月児健診

平成26年10月生まれ

平成29年８月生まれ

平成31年１月生まれ

平成28年５月生まれ

令和元年７月生まれ

平成30年４月生まれ

12:30 ～ 13:30

市民交流学習センター12:45 ～ 13:00

　　 由利本荘市休日応急
　　診療所（☎24-3917）、
　　平日は健康管理課

診療時間：10時～16時
受付時間：10時～11時半
　　　　　13時～15時半

３日㈰　佐藤　省子
４日㈪　松田　武文
10日㈰　北島　正一
17日㈰　小松　徳彌
23日㈯　川上　宏一
24日㈰　佐藤　利秋

内科・小児科
休日応急診療所

11月の予定当番医師 ＜敬称略＞

※当番医師は変更になる場合があります

問

【持ち物】保険証、お薬手帳

【本荘地域】
インターバル速歩実践会
　インストラクターの進行で行いま
す。※事前の登録が必要です。
開催日　11月６日㈬、13日㈬、
　27日㈬
時間　10時～11時
会場　ナイスアリーナ
持ち物　室内用の靴、飲み物、タオ
　ル
問　健康管理課

インターバル速歩体験会
開催日　11月20日㈬
時間　９時45分～11時半（受け付け
　９時半から）
会場　ナイスアリーナ
持ち物　室内用の靴、飲み物、タオ
　ル
定員　40人
申し込み　11月19日㈫まで健康管理
　課へ

【鳥海地域】
健康づくり学級（第３回）
開催日　12月11日㈬
時間　13時半～15時（受け付け13時
　から）
会場　紫水館
内容　体重や体脂肪率などの計測、
　健康講話
講師　市栄養士・保健師
持ち物　飲み物
申し込み　鳥海市民サービス課へ
　☎５７－３５０３

在宅医療・介護に関する地域包括ケア研修会
「笑顔の終活に向けて」を開催しますのばそう健康寿命！

く　  も

実施場所受付時間実施日

～ご協力ください～
※原則として、全血献血で400ml献血をお願いしています

西目総合支所

本荘合同庁舎

 10:00～11:30

13:00～16:00

14:30～16:00

14:00～16:00

６日㈬

11月 献血日程

問　健康管理課または各支所市民サービス課

２日㈯

27日㈬

県立大学
本荘キャンパス
（潮風祭）
－骨髄バンク並行開催－

【大内地域】
背骨コンディショニング教室
開催日　11月22日㈮
時間　13時半～15時
会場　大内農村環境改善センター
内容　講話と実技
講師　背骨コンディショニングイン
　ストラクター　長谷川智さん
持ち物　靴（外履き可）、飲み物、
　タオル（長さ80～110㌢程度）
定員　30人
申し込み　11月15日㈮まで大内市
　民サービス課へ
　☎６５－２８１０

【東由利地域】
リフレッシュ教室（第１回）
開催日　11月18日㈪
時間　13時～15時
会場　東由利総合支所
内容　講話と実技
講師　健康アドバイザー　佐々木も
　と子さん
持ち物　靴（外履き可）、飲み物、
　タオル
申し込み　東由利市民サービス課へ
　☎６９－２１１７
※13時から血圧測定を行います。

本荘保健センター
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齊藤マッサージ治療院
代表　齊藤  一三（マッサージ師）

住所 由利本荘市岩谷町日渡241-1
　　　 （出羽食堂の近く）

電話 0184-65-3254
携帯 090-7790-2431

受　付 午前8時～午後5時（予約制）
休業日 なし（年中無休）

（モミモミハウス）

（身ニ良シ）

市交付のマッサージ助成券取扱い可能（65才以上の市民）付記

駐車場
完備　当院敷地・他あり

「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民窓口センター
（または総合支所市民サービス課、出張所）にお申し出ください。

ちょっとひといき・・・

サ ツ マ 芋　　
　
を
手
に
笑
顔
を
向
け
て
く
れ

　
　
　
た
小
友
小
の
児
童
た
ち
。
雨

の
中
衣
服
が
汚
れ
る
の
も
気
に
留
め

ず
、
夢
中
で
土
を
掘
り
起
こ
す
姿
に

元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。  

（
慶
）

　
　
　
だ
ま
だ
心
構
え
が
足
り
な
い

　
　
　
と
感
じ
る
の
は
、
他
の
都
道

府
県
で
の
自
然
災
害
の
惨
状
が
報
道

さ
れ
る
と
き
。
い
ざ
と
い
う
時
に
人

ご
と
と
思
わ
ず
に
行
動
で
き
る
か
、

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
ー
ン
と
鼻
に
つ
く
匂
い
が
ど

　
　
　
こ
か
懐
か
し
か
っ
た
剣
道
教

室
。
瞬
間
的
な
動
き
の
速
さ
と
道
場

内
に
響
く
音
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ

ま
し
た
。
（
記
事
４
㌻
）
（
一
男
）

　
　
　
ツ
マ
芋
と
い
え
ば
、
ほ
く
ほ

　
　
　
く
と
温
か
い
イ
メ
ー
ジ
も
あ

り
、
収
穫
し
た
サ
ツ
マ
芋
を
ク
ラ
ス

の
み
ん
な
で
笑
顔
で
食
べ
る
光
景
が

さ
ら
に
教
室
を
暖
か
く
し
て
く
れ
そ

う
で
す
。
　 

　
　
　
　   

（
竹
内
）

◆
毎
号
広
報
ゆ
り
ほ
ん
じ
ょ

う
を
読
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
市
政
情
報
や
催
し
物

な
ど
の
情
報
が
よ
く
わ
か
り

あ
り
が
た
い
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

 

（
眞
坂
さ
ん
・
80
代
・
西
目
地
域
）

◆
畑
の
野
菜
も
ま
だ
収
穫
で

き
、
あ
り
が
た
い
。
キ
ノ
コ
、

ク
リ
、
カ
キ
と
な
ん
ぼ
で
も

食
べ
ら
れ
て
幸
せ
な
季
節
。

 

（
石
綿
さ
ん
・
60
代
・
東
由
利
地
域
）

◆
本
年
度
か
ら
小
児
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
対

し
て
一
部
助
成
が
開
始
さ
れ

る
こ
と
を
広
報
を
読
ん
で
初

め
て
知
り
ま
し
た
。
料
金
が

高
い
の
で
お
財
布
が
痛
い
な

と
思
い
な
が
ら
も
毎
年
子
ど

も
と
自
分
は
受
け
て
い
ま
し

た
。
「
去
年
生
ま
れ
た
子
ど
も

の
分
も
今
年
は
受
け
な
け
れ

ば…

自
分
も
合
わ
せ
る
と
３

人
分
か…

高
い
な
」
と
思
っ

て
い
た
の
で
助
成
は
と
て
も

助
か
り
ま
す
。
耳
よ
り
な
情

報
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

 

（
工
藤
さ
ん
・
30
代
・
西
目
地
域
）

<10月１日～ 10月15日受け付け分>

<10月１日～ 10月15日受け付け分>

　10月10日永眠されました。矢島保健所、旧矢島町で保
健婦を通算で43年間務め、地域住民の衛生思想の普及啓
発と健康教育の確立に尽力されました。平成17年瑞宝単
光章。平成13年矢島町保健・医療功労。92歳。

◆
地
域
の
情
報
を
知
る
こ
と

が
で
き
て
、
と
て
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

（
菊
地
さ
ん
・
50
代
・
本
荘
地
域
）

秋田電気安全サービス本荘支所

☎22－8555

東北電力から委託され、電気事業法に基づき、４年に１回、
漏電調査を行っております。調査員が訪問した際は、ご
協力お願いします。調査員は制服着用、身分証明書
を携帯しています。調査は料金をいただくことはあり
ません。ご不審の場合はお問い合わせください。

問合先

電気設備の定期調査にお伺いします

小野　久さん（旧矢島町功労者・矢島町七日町）

　 10月12日永眠されました。県理容環境衛生同業組合由
利支部長を務めるなど、理容業の技術の向上、経営知識
の普及や環境衛生意識の高揚に尽力されました。平成12
年勲六等単光旭日章、平成14年本荘市産業功労。89歳。

阿部　長さん（旧本荘市功労者・本荘）

高橋　快吏ちゃん（  光  さん）芦川

佐藤　祈來ちゃん（亮輔さん）石脇

佐々木藍生ちゃん（朋紋さん）石脇

鶴田　苺愛ちゃん（  歩  さん）薬師堂

佐藤　悠月ちゃん（  大  さん）裏尾崎町

        かいり

　　  き こ

　     あ お

 　    も あ

　　ゆづき

　藤　茉知ちゃん（雅隆さん）薬師堂

山内　湊仁ちゃん（大徳さん）赤沼町

大井　煌叶ちゃん（貴仁さん）矢島町七日町

小松　蒼空ちゃん（  弘  さん）矢島町田中町

塚田　れあちゃん（真嗣さん）岩城勝手

         ま ち

　     みなと

        らいど

　      そ ら

佐藤ミサオさん

小笠原征夫さん

小野　信正さん

田村　定吉さん

川崎トシ子さん

佐藤德一郎さん

木村　勝子さん

三船　邦子さん

木内　チヱさん

佐藤　金男さん

石井　利一さん

藤原　ヒサさん

東海林成司さん

大友要一郎さん

堀　　幹二さん

（芦川・87歳）

（石脇・81歳）

（小人町・87歳）

（水林・96歳）

（石脇・88歳）

（矢島町城内・96歳）

（矢島町元町・78歳）

（矢島町城内・72歳）

（平石・93歳）

（西沢・84歳）

（岩谷麓・90歳）

（葛岡・89歳）

（小栗山・91歳）

（高尾・88歳）

（中館・88歳）

齊藤　ハルさん

東海林小作さん

小野　順治さん

佐藤　幸悦さん

佐藤　ヒテさん

田中　和彦さん

佐々木キノヱさん

皆川　德子さん

阿部　澄夫さん

　藤　　确さん

佐藤　キヱさん

池田　由身さん

佐藤イワヱさん

佐藤　ハツさん

（葛岡・94歳）

（岩野目沢・95歳）

（東由利老方・91歳）

（東由利田代・88歳）

（東由利舘合・95歳）

（西目町海士剝・71歳）

（西目町海士剝・100歳）

（西目町出戸・82歳）

（西目町出戸・71歳）

（西目町沼田・85歳）

（鳥海町下川内・97歳）

（鳥海町上川内・71歳）

（鳥海町上川内・99歳）

（鳥海町上川内・91歳）

齋藤いく子さん

佐藤　忠一さん

金子　　翼さん

今野　　孝さん

佐々木正光さん

佐藤　和男さん

佐々木ナツヱさん

佐々木　修さん

村山　幸治さん

（御門・71歳）

（鮎瀬・87歳）

（石脇・81歳）

（石脇・89歳）

（二十六木・76歳）

（小人町・88歳）

（船岡・98歳）

（美倉町・66歳）

（石脇・98歳）

渡辺　修一さん

小松　勇一さん

長谷川セツ子さん

鈴木　伊一さん

小番　フデさん

勝見　繁子さん

伊藤　　清さん

小松シメノさん

村上　　哲さん

（船岡・83歳）

（東梵天・68歳）

（一番堰・79歳）

（大門・87歳）

（御門・82歳）

（石脇・81歳）

（谷地町・88歳）

（金山・95歳）

（一番堰・82歳）

示

示

　 

「
声
　
お
た
よ
り
」
は
市
民

の
皆
さ
ん
の
コ
ー
ナ
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で
す
。

ふ
だ
ん
感
じ
て
い
る
こ
と
や
広

報
紙
へ
の
感
想
、
イ
ラ
ス
ト
な

ど
た
く
さ
ん
の
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を
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寄
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だ
さ
い
。
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ガ
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リ
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電
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先
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「
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
連
絡
先
・
お
た
よ

り
」
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

お
た
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す

クイズの答え　Q１→３　Q２→３

菊地　和子さん
三浦　久子さん
藤丸由美子さん
加藤　英明さん
石綿れい子さん

（本荘地域）

（本荘地域）

（本荘地域）

（矢島地域）

（東由利地域）

応募総数は23通でした。ありがとうございます。

「フリージア」から「施術1,000円分優待券」
を５人にプレゼント！

◇テーマ　笑顔
◇掲載対象　市内在住の方（被写体）
◇写真の形式　写真１枚に１人で写った写真
で、縦位置に限ります。（複数の方が写ってい
る写真、横位置の写真は受け付けできません）
◇募集期限　12月５日㈭（必着）
◇応募方法　メールに「投稿者の氏名・住所・
年齢・電話番号、被写体の人の氏名（ふりがな）・
住所、広報紙にひとこと」を書き、写真データ
を添付してお送りください。広報課窓口への持
ち込みも受け付けます。（写真の返却は行いま
せん）
◇ご注意　事前に被写体の人の了解を得てくだ
さい。なお、不鮮明な写真や加工した画像、不
適切と思われるものは掲載しかねる場合があり
ます。
◇応募先アドレス　
　kouho@city.yurihonjo.lg.jp
◇問い合わせ先
　広報課　☎２４－６２３７（市役所２階）

「笑顔の写真」
　　　を募集します！

　新年を祝い、『広報ゆりほんじょう』１月１日
号の表紙を皆さんの笑顔で飾ってください。
　ご応募をお待ちしています。

本
年
１
月
１
日
号
の
写
真

広  報
クイズ 1010


